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紹
か
と
批
評

猪
木
正
道
著

『
政
治
攣
動
論
』

　
一
　
政
治
學
の
一
般
理
論
に
お
い
て
、
「
権
力
理
論
」
の
占
め
る
位
置
が
必
要

且
つ
不
可
分
な
こ
と
は
、
政
治
的
状
況
に
お
け
る
紛
箏
よ
り
解
決
に
至
る
過
程

に
、
物
理
的
乃
至
は
心
理
的
張
制
力
が
必
然
的
に
灌
力
を
背
景
と
し
て
登
場
し

て
く
る
こ
と
、
且
つ
叉
、
支
配
の
観
馳
よ
り
見
た
政
治
現
象
が
、
樒
力
叢
動
現

象
と
し
て
把
捉
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
な
ど
よ
り
考
え
て
も
當
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
政
治
灌
力
論
を
、
今
同
京
都
大
學
教
授
猪
木
正
道
氏
が
取
墾
げ
ら
れ
、

膿
系
化
さ
れ
た
螢
作
が
、
こ
こ
に
紹
介
を
試
み
る
「
政
治
攣
動
論
」
で
あ
る
。

　
猪
木
教
授
は
、
「
本
書
の
課
題
は
、
政
治
灌
力
の
攣
革
過
程
を
通
じ
て
、
政
治

灌
力
そ
の
も
の
を
追
求
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
」
と
當
著
の
性
格
を
明
ら
か
に
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
從
來
の
政
治
権
力
論
に
比
較
し
て
、
當
著
の
特
色
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
、
「
政
治
灌
力
の
攣
革
過
程
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
灌
力

の
本
質
と
構
造
と
に
接
近
」
（
一
頁
）
さ
れ
た
方
法
論
の
ユ
ニ
ァ
ク
性
で
あ
ろ

、
フ
o
　
・
シ
ア
革
命
－
政
治
過
程
ー
を
實
謹
的
に
分
析
し
、
そ
れ
よ
り
得
た
圖

式
を
基
と
し
て
、
権
力
の
本
質
と
構
造
を
抽
象
化
し
、
一
般
理
論
化
す
る
こ
と

に
そ
の
考
究
が
展
開
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
そ
の
意
昧
で
當
著
は
、
左
記
の
内
容
を
以
て
構
成
さ
れ
て
あ
る
。

簡
軍
に
一
括
し
て
み
る
と
、

七
〇

　
ヴ
（
五
三
八
）

第
一
章
　
総
論
－
政
治
椹
力
の
緩
革
過
程

　
第
一
節
　
政
治
権
力
の
構
造

　
第
二
節
　
政
治
椹
力
の
崩
壊

　
第
三
節
　
新
政
治
椹
力
の
形
成

第
二
章
　
・
シ
ア
に
お
け
る
政
治
椹
力
の
攣
．
革

　
第
一
節
　
奮
政
治
権
力
の
崩
嬢

　
第
二
節
　
新
政
治
椹
力
の
形
成

第
三
章
　
ソ
ヴ
ェ
ト
・
・
シ
ア
に
お
け
る
革
命
濁
裁
の
襲
展

　
第
一
節
　
マ
〃
ク
ス
・
レ
i
　
ン
主
義
と
革
命
濁
裁
論

　
第
二
節
ソ
ヴ
ェ
ト
の
濁
裁

　
第
三
節
　
　
一
寅
濁
裁
化

　
第
四
節
　
濁
裁
政
窟
の
一
本
石
化

で
あ
る
。
革
命
に
よ
る
政
治
過
程
の
墜
動
－
奮
政
治
灌
力
の
崩
壊
過
程
と
新

政
治
灌
力
の
形
成
過
程
ー
に
分
析
の
座
標
が
据
え
ら
れ
て
あ
る
故
に
、
第

二
、
第
三
章
と
も
軍
な
る
・
シ
ア
革
命
史
で
は
な
く
、
政
治
灌
力
の
一
般
理
論

を
形
成
す
る
た
め
に
、
・
シ
ア
革
命
の
歴
史
的
推
移
が
、
基
礎
材
料
と
し
て
考

察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
こ
こ
で
も
第
一
章
政
治
権
力
の
攣
革
過
程
を
中
心
と
し

て
紹
介
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
と
思
う
。
故
に
、
當
著
の
構
成
の
順
序
を
換
え

て
、
第
二
章
及
び
第
三
章
を
常
初
に
瞥
見
し
て
み
よ
う
。

　
二
　
先
ず
、
著
者
は
、
・
シ
ア
に
お
げ
る
政
治
灌
力
の
攣
革
（
第
二
章
）
ー
ー

す
な
わ
ち
、
奮
政
治
権
力
（
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
）
の
崩
壌
過
程
（
第
一
衛
）
，
！

を
、
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
の
肚
會
的
某
盤
で
あ
る
農
奴
制
の
解
膣
に
着
目
さ
れ
る
・



　
「
農
奴
制
と
い
う
批
會
的
基
盤
が
動
揺
す
れ
ば
、
家
産
的
官
僚
制
に
も
ひ
び

が
入
り
、
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
権
力
自
膿
が
危
く
な
る
。
」
（
六
四
頁
）
と
述
べ
ら

れ
、
そ
の
墜
質
及
び
解
騰
現
象
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
、
オ
ブ
ロ
ク
制
、
農
奴
工

場
、
及
び
、
第
三
に
農
業
生
産
に
お
け
る
農
奴
螢
働
力
よ
り
自
由
螢
働
力
の
使

用
へ
の
推
移
（
六
四
ー
七
頁
）
に
も
と
め
て
農
奴
制
の
解
瞠
現
象
を
誘
か
れ
、

次
い
で
第
二
に
、
「
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ
チ
ャ
の
革
命
化
」
1
政
治
椹
力
の
核
心
に

封
す
る
背
反
行
爲
i
及
び
、
農
奴
解
放
の
欺
隔
性
、
す
な
わ
ち
、
「
地
主
貴
族

の
側
で
は
、
農
奴
を
法
的
に
解
放
す
る
か
わ
り
に
、
第
一
に
は
農
奴
が
占
有
し

て
い
る
土
地
を
没
牧
し
て
、
か
れ
等
か
ら
高
率
小
作
料
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、

脛
濟
的
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
か
れ
等
を
隷
属
せ
し
め
る
こ
と
、
第
二
に
は
農

奴
の
法
的
解
放
の
代
償
と
し
て
、
高
額
の
補
償
金
を
手
に
入
れ
、
こ
れ
を
土
地

抵
當
債
務
の
償
逡
用
に
充
當
す
る
」
（
八
三
頁
）
と
い
う
諸
黙
を
指
摘
さ
れ
、
更

に
「
立
憲
主
義
の
試
み
」
に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
が
、
實
は
「
自
由
主
義
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
螢
働
者
農
民
と
の
間
に
ま
す
ま
す
深
い
溝
」
（
九
一
頁
）
を
刻
ん

だ
崎
形
的
な
立
憲
主
義
的
動
向
で
あ
つ
た
こ
と
を
論
述
し
て
、
ヅ
ア
ー
リ
ズ
ム

崩
壊
の
道
程
を
考
察
さ
れ
る
。

　
次
い
で
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
形
成
（
第
二
節
）
過
程
で
は
、
そ
の
肚
會
的
基

盤
、
新
灌
力
の
核
心
及
び
装
置
の
三
項
に
分
つ
て
分
析
さ
れ
、
ソ
ヴ
エ
ト
政
樺

の
成

立
（
一
二
五
ー
三
二
頁
）
に
至
る
ま
f
、
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
績
い
て
、
革
命
濁
裁
の
螢
展
（
第
二
章
）
の
問
題
を
、
革
命
濁
裁
理
論

と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
（
第
一
節
）
を
當
初
に
概
述
さ
れ
、
次

い
で
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
の
革
命
化
は
、
工
場
・
事
業
場
の
螢
働
者
管
理
の

要
求
お
よ
び
實
践
と
な
つ
て
現
れ
、
農
民
大
衆
の
急
進
化
は
、
土
地
革
命
の
張

行
と
い
う
形
を
と
つ
た
。
ソ
ヴ
エ
ト
政
灌
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
自
己
の
祉
會
的

紹
介
と
批
評

基
礎
を
廣
義
の
報
奨
に
よ
つ
て
瀟
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
と
こ
ス
ノ

が
こ
の
報
奨
の
過
程
の
中
に
、
濁
裁
化
へ
の
要
因
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
」

（
一
五
六
頁
）
と
、
土
地
革
命
ー
牧
奪
及
び
報
奨
ー
並
に
螢
働
者
管
理
の

問
題
に
濁
裁
過
程
の
第
一
期
現
象
を
把
捉
さ
れ
、
「
革
命
濁
裁
は
、
軍
に
敵
封
階

級
に
封
す
る
猫
裁
と
考
え
ら
れ
や
す
い
が
、
搾
取
者
階
級
の
打
倒
と
い
う
革
命

獅
裁
の
第
一
期
は
比
較
的
短
期
に
完
了
す
る
。
革
命
濁
裁
の
本
質
は
、
む
し
ろ

そ
の
第
二
期
に
、
印
ち
自
己
の
批
會
的
基
盤
内
に
お
け
る
異
質
的
要
素
の
克
服

に
存
す
る
」
（
一
七
四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
、
猫
裁
第
二
期
に
お
け
る
諸
間
題
を

梅
討
さ
れ
、
「
も
し
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
の
枇
會
的
・
輕
濟
的
基
盤
の
中
に
何
等

の
異
質
的
要
素
が
存
し
な
け
れ
ば
、
唯
一
の
合
法
政
窯
で
あ
る
共
産
窯
は
、
お
の

ず
か
ら
一
本
石
的
（
モ
ノ
リ
ッ
ト
）
で
あ
つ
た
に
相
異
な
い
。
」
（
一
八
九
頁
）

と
さ
れ
、
こ
の
モ
ノ
リ
ヅ
ト
化
と
叉
「
経
濟
面
に
お
け
る
大
衆
へ
の
譲
歩
が
ネ

ヅ
プ
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
、
一
九
二
一
年
三
月
か
ら
一
九
二
八
年
九
月
ま
で
七

年
牛
に
わ
た
つ
て
纒
績
さ
れ
た
」
（
二
〇
九
頁
）
新
脛
濟
政
策
の
問
題
に
、
新
灌

力
獲
展
過
程
の
分
析
糠
討
の
尺
度
を
求
め
ら
れ
て
、
第
二
章
、
三
章
を
充
當
さ

れ
て
い
る
。

　
三
　
前
述
し
た
ξ
）
に
、
著
者
は
以
上
の
・
シ
ア
に
お
け
る
革
命
過
程
の
分

析
に
よ
つ
て
得
た
種
々
の
材
料
を
起
用
し
て
、
政
治
灌
力
の
墜
革
過
程
（
第
叫

章
）
を
構
築
さ
れ
て
い
る
。
観
馳
を
換
え
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
．
）
に
革
命
ー

政
治
椹
力
の
墜
革
現
象
1
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
政
治
灌
力
の
一
般
理

論
化
を
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
革
命
の
諸
形
式
ー
轟
臼
o
巴
｝
目
a
臼
諄
9
鐸
び
O
暮
貯
Φ
お
く
O
言
黛
o
賀

ー
の
う
ち
、
革
命
の
典
型
形
態
と
し
て
の
「
急
進
革
命
」
を
「
灌
力
の
崩
壌

七
一

（
五
三
九
）



結
介

と
批
詐

と
形
成
」
（
第
二
節
i
三
節
）
の
観
貼
に
ょ
つ
て
考
究
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
前
提
と
し
て
當
初
に
政
治
権
力
の
構
造
自
瞠
を
、
墜
革
過
程
と
關
蓮
す

る
諸
馳
を
中
心
に
論
を
蓮
ば
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
政
治
灌
力
は
、
少
敷
の
治
者

と
多
敷
の
被
治
者
と
の
二
要
素
か
ら
威
つ
て
い
る
。
政
治
槽
力
の
秘
密
が
、
治

者
の
支
配
の
面
よ
り
は
、
む
し
ろ
被
治
者
の
服
從
の
面
に
存
す
る
こ
と
は
、
夙

に
多
く
の
人
々
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
政
治
灌
力
の
構
造
を
考

え
る
場
合
に
は
、
治
者
と
被
治
者
と
の
二
要
素
の
ほ
か
、
治
者
の
支
配
と
被
治

者
の
服
從
と
の
二
面
を
槍
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
三
頁
）
と
さ
れ
、
治

者
暦
H
支
配
者
（
匡
Φ
胃
）
、
行
政
幕
僚
（
＜
霞
巧
巴
言
β
鴨
の
鼠
げ
）
乃
至
「
灌

力
の
中
核
膣
の
ま
わ
り
に
凝
集
し
て
、
核
心
に
ょ
る
麦
配
を
可
能
な
ら
し
め
る

官
僚
、
軍
、
教
會
等
々
の
装
置
（
砦
℃
胃
暮
）
”
と
、
被
治
者
暦
H
支
持
者
、

　
第
一
圖

　
　
　
　
　
　
物
理
的
暴
力
に
よ
る
張
制

　
　
　
　
　
　
心
理
的
暴
力
に
よ
る
説
得

椛力の核心

椛力の装置

合
理
的
試
得

灘
に
ょ
る
覆

支持一者

侮
統
慣
習
（
儀
血
ハ
）
に
よ
る
説
得

報
奨
に
よ
る
説
得

合
理
的
説
得

中立名

反封者

心
理
的
暴
力
に
よ
る
説
得

七
二

（
五
四
〇
）

反
到
者
、
中
立
者
ほ
及
び
、
支
配
の
方
法
形
式
、
等
々
の
各
要
素
の
圖
式
を
提

示
さ
れ
て
、
支
配
の
形
式
に
つ
い
て
第
一
圖
の
よ
う
な
鳥
鰍
圖
を
示
さ
れ
る

（
一
四
頁
）
。

　
著
者
は
、
こ
の
圖
面
に
よ
つ
て
罐
力
の
核
心
が
そ
の
装
置
を
通
じ
て
行
う
支

配
方
式
を
學
示
せ
ら
れ
、
次
い
で
「
服
從
」
の
間
題
に
分
析
を
進
め
ら
れ
る
。

『
「
服
從
」
め
根
嫁
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
一
鷹
肚
會
的
要
當
性
の
問
題

を
樵
討
す
る
だ
け
で
足
る
ご
と
く
見
え
る
が
、
中
略
、
肚
會
的
に
要
當
し
て
い

る
灌
力
は
、
何
を
や
つ
て
も
よ
ろ
し
い
（
ぐ
①
昌
緯
ヨ
冨
暢
⇒
自
旨
①
ξ
と
い
う

灌
力
の
問
題
に
す
り
か
え
ら
れ
や
す
い
。
』
（
一
五
頁
）
故
に
、
杜
會
的
妥
當
性

と
、
倫
理
的
正
當
性
の
二
つ
の
相
關
す
る
服
從
の
根
擦
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
、

こ
の
紅
會
的
要
當
性
の
動
揺
と
、
知
識
階
級
に
よ
る
倫
理
的
正
當
性
の
否
認

は
、
支
配
手
段
の
麻
痺
状
態
よ
り
派
生
す
る
の
で
あ
り
、
支
配
手
段
の
機
能
が

麻
痺
す
る
と
と
も
に
、
灌
力
の
核
心
と
装
置
に
分
解
現
象
が
現
れ
、
「
こ
の
段
階

で
は
暴
力
自
騰
が
攣
質
し
、
分
解
し
て
い
て
、
新
権
力
の
核
心
の
側
か
ら
す
る

働
き
か
け
に
懸
じ
て
、
新
権
力
の
手
段
へ
と
移
行
を
開
始
し
て
い
る
。
」
（
四
一

頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
、
次
の
第
三
節
新
政
治
権
力
の
形
成
に
論
を
移
行
さ
れ

る
。
こ
の
「
新
灌
力
の
形
成
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
の
社
會
的
・
脛
濟
的
基
盤

・
新
灌
力
の
核
心
と
装
置
、
被
治
者
大
衆
の
獲
得
に
ょ
る
肚
會
的
要
當
性
の
問

題
を
追
求
さ
れ
、
「
奮
政
治
槽
力
の
動
揺
と
解
騰
と
は
、
被
治
者
大
衆
、
な
か
ん

ず
く
中
立
者
を
ば
深
刻
な
不
安
と
恐
怖
と
の
中
に
追
い
込
む
。
無
政
府
状
態

（
聾
弩
o
ξ
）
乃
至
無
法
状
態
（
一
”
妻
一
①
の
旨
①
霧
）
の
危
瞼
に
直
面
す
る
と
、

被
治
者
大
衆
は
、
遠
心
分
離
的
傾
向
に
抗
し
て
、
本
能
的
に
新
な
る
統
合
を
要

望
す
る
。
」
（
五
一
頁
）
と
述
べ
、
こ
の
間
の
現
象
を
第
二
の
圖
に
ょ
つ
て
示
さ

れ
る
。
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二
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こ
の
よ
う
に
形
成
せ
ら
れ
て
く
る
新
樫
力
は
、
次
い
で
「
革
命
濁
裁
ー
ー
第

一
期
、
第
二
期
」
の
期
間
を
脛
て
、
「
内
、
濁
裁
を
緩
和
し
、
外
、
手
和
的
善
隣
關

係
を
樹
立
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
被
治
者
の
基
本
的
人
権
の
保
障
、
灌
力
の
行

使
の
制
限
と
い
つ
た
形
態
で
、
新
権
力
は
倫
理
的
正
當
性
に
向
つ
て
一
歩
を
進

め
る
。
新
灌
力
の
倫
理
的
正
當
性
は
、
軍
に
樒
力
の
行
使
の
仕
方
（
＜
①
昌
鎮

言
賢
験
鶏
自
唐
雪
）
に
關
し
て
の
み
な
ら
ず
、
灌
力
の
理
想
乃
至
世
界
観
的
基

盤
づ
け
の
實
現
に
つ
い
て
も
現
實
化
し
て
く
る
。
」
（
五
九
頁
立
の
で
あ
り
、
更

に
又
、
新
灌
力
の
「
政
治
的
正
當
性
の
確
保
」
は
「
新
政
治
権
力
が
事
蜜
の
規

範
性
に
依
存
し
う
る
よ
う
に
な
つ
た
時
、
新
灌
力
は
批
會
的
要
當
性
と
倫
理
的

正
當
性
と
を
併
せ
備
え
、
政
治
的
正
當
性
を
確
保
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
」
（
六
〇
頁
）
と
、
新
政
治
橦
力
が
そ
の
批
會
に
お
け
る
存
在
確
定
の
経
過

を
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

紹
介
と
批
評

　
四
　
嘗
著
が
以
上
の
よ
う
に
、
政
治
灌
力
の
本
質
及
び
そ
の
構
造
と
に
つ
い

て
の
理
論
的
研
究
に
あ
る
こ
と
は
、
屡
々
述
べ
て
來
た
所
で
あ
る
が
、
從
來
の

灌
力
論
が
往
々
に
し
て
静
態
的
、
抽
象
的
概
念
を
以
て
把
捉
せ
ら
れ
て
い
た
の

に
封
し
、
著
者
の
「
灌
力
論
」
が
ロ
シ
ア
に
お
け
る
革
命
護
展
の
歴
史
的
事
賓

を
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
の
實
謹
的
分
析
よ
り
構
想
さ
れ
、
獣
冨
雪
さ
れ
た
こ

と
は
、
我
國
の
斯
學
の
稜
展
に
多
大
の
貢
献
で
あ
る
と
許
し
て
も
過
冒
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
著
者
は
、
「
今
後
私
の
研
究
は
、
一
方
に
お
い
て
、
第
一
章
に
展
開
さ
れ
た
穗

力
の
攣
革
過
程
に
關
す
る
一
般
理
論
を
ば
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ド
イ

ツ
、
中
國
等
の
諸
種
の
革
命
に
適
用
し
て
ゆ
く
こ
と
、
他
方
に
お
い
て
、
そ
れ

ら
の
研
究
成
果
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
政
治
権
力
の
本
質
論
を
深
め
て
ゆ
く
こ

と
と
の
二
方
面
に
向
う
は
ず
で
あ
る
。
」
（
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
研
究
を
通
じ
て
、
著
者
が
政
治
理
論
の
主
要
位
置
を
占
め
る
「
濯
力
理

論
」
を
、
更
に
援
充
化
さ
れ
、
K
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
提
起
し
た
「
ヲ
α
b
o
騨
営

巴
の
≦
一
鴇
Φ
房
o
｝
彰
騨
暮
α
笹
凶
9
鱒
」
に
鷹
答
せ
ら
れ
る
日
の
逮
か
ら
ざ
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
後
進
學
徒
の
拙
い
紹
介
を
終
り
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
眞
鋤
）

七
三

（
五
四
一
）


